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説明

PC-SIMV

Pressure Control-Synchronized Intermittent 
Mandatory Ventilation

強制換気回数を維持しながら強制換気に対し自発
呼吸に同調する従圧式換気モード

従圧式換気

高圧レベルは吸気圧により決定されます。強制換
気の継続時間は、吸気時間により決まります。す
べての従圧式換気モードのように、供給される一
回換気量は圧差「吸気圧 – PEEP」、肺機能（抵抗
とコンプライアンス）、および患者の呼吸ドライ
ブにより異なります。 低圧力レベル PEEP から高
圧力レベル吸気圧までに至る圧力の上昇は、圧立
上り時間または吸気フローの設定により決まりま
す。 開始設定は、システム セットアップ > 換気動
作 初期設定 > 換気開始 設定 > 圧力 , 酸素 , I:E
ページで行えます。

新生児患者カテゴリーでは、このモードは非侵襲
換気で使用できません。

同期化

強制換気は、PEEP レベルにおける患者の吸気努
力によりトリガーされます。トリガーレベルを設
定することで、強制換気を患者の吸気努力に同期
させることができます。

強制換気は、患者の自発吸気努力に同期して、
「トリガーウィンドウ」にてフロートリガーに
よってトリガーされます。これにより、呼気時に
強制換気が適用されるのを防ぐことができます。

トリガーウィンドウは、 1.5 秒です。 呼気時間が
1.5 秒未満であるとき、トリガーウィンドウは、
全体の呼気時間から前回の呼気の不応期を差引い
た期間に対応します。

強制換気の同期化により呼気時間が短縮されま
す。Babylog VN500 は、このため、その後の呼気
時間または自発呼吸の時間を足りない時間分延長
します。これにより、強制換気数の上昇が防止さ
れます。

強制換気の回数は、呼吸回数呼吸回数により決ま
ります。
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